






【6 月第 1 例会巻き込み力を上げろ︕】
6 月 29 日、エコーセンター 2000 大会議
室にてひとづくり委員会が設えた、6 月第
1 例会巻き込み力を上げろ︕が執り行われ
ました。本例会は会員が青年経済人として
今の時代に即した人を巻き込む力を養うた
めに、マーケティングやブランディングを
理解して正しい情報発信の手法を学ぶこと
で、自身の発信する意欲を高めることを目
的として開催されました。講師に、エクス
マ代表取締役の藤村正宏氏をお招きし、今
の時代に即した情報発信やセルフブラン
ディングについて講演して頂きました。

【道東エリア交流事業 in 中標津】
6 月 18 日、中標津にて道東エリアのメン
バーが集まり、キャンプを行いました。年
齢、性別、在籍年数を含め LOM の垣根を
越え、火起こしやバーベキューといった交
流と原体験を通じて友情を深めることがで
きました。参加したメンバーは、新たな考
えやこれからの青年会議所活動や運動の一
助となりました。

【第 53 次北方領土返還要求現地視察大会】
7 月 2 日～ 3 日に第 53 次北方領土返還要
求現地視察大会が北方領土返還要求運動の
原点の地、根室市にて開催されました。北
方領土問題を解決するためには、ロシアに
対する外交交渉をする上での強固な姿勢を
もった国家体制を早期に作る必要があるこ
とは勿論、全国の JC メンバーの志を根室
市に集め、この現地視察大会を通して、北
方領土問題が国家の問題として国民全体に
広がっていくことが何よりも重要であると
考え模様されました。JCI 網走からは、新
谷顧問、長井理事長をはじめ、6 名が現地
に赴き、北方領土返還に向けての運動に参
加しました。JCI 網走はこれからも北方領
土返還に向けた活動・運動をしつづけます。
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【地域開発事業網走レキシキャンプ】
7 月 9 日・10 日に市内、モヨロ貝塚館・
てんとらんどオートキャンプ場にて、まち
づくり委員会の事業「網走レキシキャンプ」
が執り行われました。本事業は、感性や創
造力を養う根幹である人や地域とのつなが
りを強固にするために、協働することの重
要性を学び、地域とより一層協働する意識
を高めることを目的に開催されました。親
子で学び考える機会として市内小学生のご
家族に参加していただきました。第 1 部
ではモヨロ貝塚館にて「先住民の暮らしを
学ぼう～歴史カルチャー～」と題して、先
住民の暮らし方について解説を聞き、オ
ホーツク人が実際に行っていた火起こしの
仕方（まいぎり式、火打石）などを参加者
に体験していただきました。第 2 部では、
てんとらんどオートキャンプ場にて「オ
ホーツク人体験キャンプ」と題して、親子
で火起こし体験やモヨロ鍋の調理、キャン
プファイヤーの火を囲みながら網走の近代
史を学ぶなど、オホーツク人の暮らしを体
験しながらキャンプをしていただきまし
た。

【7 月第 1 例会歴史を学び明るい未来を築
き上げよう～学びと広報の実践】
7 月 20 日、郷土博物館にて総務広報委員
会が設えた 7 月第 1 例会「歴史を学び明
るい未来を築き上げよう～学びと広報の実
践」が執り行われました。講師に米村衛様

（郷土博物館主席学芸員）をお招きし網走
の歴史を学び、会員が歴史を学んだ上でこ
れからの JCI 網走の一員としての決意表明
を公式 WEB サイト・ブログコンテンツに
投稿する内容でした。

- 5 -



【流氷踊り・北方領土返還要求署名運動】
7月22日、3年ぶりとなる「あばしりオホー
ツク夏祭り」が催され、流氷踊りが行われ
ました。千人踊りは見る人も踊る人もとて
も楽しみ賑わっていました。さらに、7 月
23・24 日、夕市まつりと花火大会の開催
に合わせ、JCI 網走の会員は北方四島返還
に向けた署名活動を行いました。賑わいの
中沢山の方にご署名をいただきました。
JCI 網走は、今後も北方領土返還に向けた
運動を精力的に展開し続けます。

【公益社団法人北見青年会議所創立 70 周
年式典】
7 月 30 日、北見の地にて、北見青年会議
所の創立 70 周年記念式典が開催され、網
走青年会議所からも多くのメンバーでお祝
いに向かいました。記念式典では、網走青
年会議所が北見青年会議所設立に携わっ
た、スポンサー LOM であることから、長
井理事長が感謝状を受け取りお祝いの挨拶
をいたしました。
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ＪＣＩ網走　公式 Web サイトにて、カラー
版及びバックナンバーを公開しておりま
す。以下の QR コード、または URL から
閲覧することができます。

URL
http://abashiri-jc.com/?page_id=1010
QR コード


